
　　　評価 【 】

【アドミッション・ポリシー】（入学者受け入れ方針）　 【カリキュラム・ポリシー】（教育課程の編成・実施方針）
【社会性の育成】　　　評価 【 】

【グラデュエーション・ポリシー】（育成を目指す生徒の資質・能力）

【チーム学校】　　　評価 【 】

（評価）A：目標を十分に達成　　B：目標をほぼ達成　　C：やや不十分　　D：不十分

学校番号 32 高知県立佐川 高等学校 課程 全

高知県
の教育
の基本
理念

（１）学ぶ意欲にあふれ、心豊かでたくましく夢に向かって羽ばた
く人
（２）郷土への愛着と誇りを持ち、高い志を掲げ、日本や高知の
未来を切り拓く人
（３）多様な個性や生き方を互いに認め、尊重し、協働し合う人

基本
方針

①予測困難な社会を生き抜く力を身につけるための教育の推進
②多様な背景・特性・事情等を踏まえた包摂的な教育・支援の推進
③生涯にわたって学ぶことができる環境づくりと活動・取組の推進
④各種施策を総合的・計画的に推進するために必要な基礎的・基盤的な環境・体制等の
整備

学校関係者評価

【学力の向上】

ス
ク
ー

ル
・
ポ
リ
シ
ー

自ら学び、考え、判断し、行動し、他者と協働して、地域に貢献したいと考えて
いる生徒

〇地域課題解決力の育成を目指した３年間の「いのち輝け～さくら咲くプロジェク
ト」（総合的な探究の時間）
〇生徒の基礎学力の定着をねらいとした１年次の全員共通学習
〇２年次から生徒の適性・興味・進路希望に応じて２コース（教養系、文・理系）の
選択履修
〇国公立大学等を目指す生徒対象の遠隔授業

〇コミュニケーション力…言語を適切に用いて、気持ちや考えを他者に伝えた
り、他者とのコミュニケーションを円滑に図ったりする力
〇地域課題解決力…地域理解力・情報収集力・創造力・比較分析力・表現力・
主体的行動力・協働力

育成を目指す資質・能力【P】 現状と目標（評価指標）　 具体的な取組内容　【D】 中間評価　【C】 中間評価後の取組内容【P・D】 年度末評価　【C】 見直しのポイント【A】

重
点
項
目

学
力
の
向
上

★確かな学力
○基礎的・基本的・発展的な知識
及び技能
○思考力、判断力、表現力等
○学びに向かう力、人間性等
★将来を見通した学び
○将来にわたって学び続ける
意欲（学習習慣を含む）

○Ｃ層以上の生徒の増加
・1年：５０％以上
・2年：６０％以上（R5　1年次５４．５％）

○授業外学習時間の増加
・「ほとんど学習しない」１０％以下
　　　　　　　　　　　　（R5　1年次１２．１％）
○将来のための勉強をしている生徒の増加
・県ア問14「将来の可能性を広げるために勉強」　９０％以
上（R5８８．３％）
○進路達成
・国公立大・公務員に合格者を出す。

①基礎的・基本的な知識・技能の向上：
　・「One Week Trial」の徹底活用（国・数・英）
　・「すらら」の活用
②主体的に学習に取り組む態度の育成（家庭学習習慣
の定着に向けた課題の工夫）
　・学び方を学ばせる指導
　・課題内容の工夫（予習型ではなく復習型で）
　・負荷（量・頻度）の調整
　・評価の工夫（減点方式ではなく加点方式で）
③基礎力診断テストの活用：　学校支援チームとの協議
及び情報交換

社
会
性
の
育
成

★豊かな心
○自己存在感、自己有用感、コ
ミュニケーション力、自己決定力等
★多様性・包摂性
○キャリアデザイン力（やりぬく力）
○他者への思いやり（地域・社会
貢献、ボランティア活動等も含む）

○自己存在感、自己有用感、コミュニケーション力、自
己決定力等の育成
・県ア問３０「授業ではまとめたり発表の機会がある」の肯定
的回答９５％以上

○キャリアデザイン力の育成
・県ア問２１「地域貢献活動やボランティア活動などに実際
に参加している」肯定的回答４５％以上

①「いのち輝け～さくら咲くプロジェクト」を通じた自己肯
定感、地域貢献意識などの醸成
② 学校行事・部活動等を通じた 「主体性・協働・地域貢
献」の精神の涵養：授業・学校行事・部活動・ボランティ
ア活動・インターン・進路講演会等への主体的な参加
③コミュニケーション力・自己管理力の向上：
キャリアパスポート・「今未来手帳」及びタブレットを効果
的に活用したコミュニケーション力、自己管理力の向上
（記録と振り返り)

取
組
項
目

地
域
協
働
学
習

【取組のねらい】
○生徒の社会的自立・社会参画に
必要な資質・能力の育成
○地域・関係機関との連携

○「いのち輝けさくら咲くプロジェクト」の推進
・3年総合発表会・２年中間発表会で成果を上げる。
各学年発表会で１０題の発表をする。

○学習を進路決定に生かす
・県ア問20「地域や社会のために何をすべきか考える」肯定
的回答６５％以上（R5　６１．４％）

・進路決定率１００％(個別・集団面接を突破する）

①「いのち輝け～さくら咲くプロジェクト」を進めるに当
たっての協働活動推進員との検討会（事前事後）
②発表会に向けてのプレゼンの能力の育成
③成果を進路での面接、作文等で生かす進路指導

教
科
横
断
的
教
育

【取組のねらい】
○学習の基盤となる言語能力や情
報活用能力の育成
○各教科の学びを実社会での課
題発見や解決に結び付ける力の
育成

○授業改善のための研究授業の実施
・言語活動や情報活用能力を意識的に設定しているかなど
を研究する公開授業を学期に1回行う。

○総合的な学習の時間の成果を各教科に生かす
・県ア問11「授業ではまとめたり発表をしたりする場面があ
る」肯定的回答９０％以上（R5　1回目　８４．５％）

①公開授業により　「生徒が活動する授業」（生徒の発表
機会の確保、タブレットの活用など）の実践により、学習
事項の理解・定着
②教科を超えた 校内研修により言語能力・情報活用能
力を養う効果的指導法、ICTの効果的活用法、指導と評
価の一体化などを検討

取組のねらい【P】 現状と目標（評価指標）　 具体的な取組内容　【D】 中間評価　【C】 中間評価後の取組内容【P・D】 年度末評価　【C】 見直しのポイント【A】
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の
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★学校の魅力化
○地域の生徒の進路保障

○地域に貢献する人材の育成

○入学者数の増加
・地元７中学校からの進学率２０％以上

○「いのち輝けさくら咲くプロジェクトの推進
・3年総合発表会・2年中間発表会の成功・各学年１０題以

上の発表

○生徒会活動・部活動の活性化
・中高生会議、地域マネジメント部のカフェ、ガイド等の活動
の実施

①連携・交流：　地域の大人、近隣小・中学校
②広報：　佐高だより、佐高かわら版、公式HP、新聞、折
込等の活用
③ 地域貢献活動： 部活動、さくら咲くﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
④ PTAや地域との連携：　PTA総会、学校運営協議会、
地域に根差した佐川高校を後援する会、地域学校協働
活動推進員等の活用

不
祥
事
防
止

★教職員の倫理観の堅持
○不祥事防止対策の徹底
○よりよい職場風土づくり
○教職員のメンタルヘルス
○不祥事発生時の適切な対応

○校内研修の実施
・校内研修の実施回数3回以上
○委員会の発足
・不祥事防止委員会の実施回数６回以上

①スクールロイヤーなどの校内研修の実施
②不祥事防止委員会の活用
③管理職面談やＳＣのカウンセリングによって教職員の
こころの状態の把握

働
き
方
改
革

★長時間勤務の解消
○業務の分担
○年休等の取得の推進

○月４５時間以上勤務者延べ5名以下（R5　5名）
　月８０時間　0名
○校内研修の実施
・校内研修の実施回数3回以上
○委員会の発足
・不祥事防止委員会の実施回数６回以上

① 全定合同校内研修会の実施
② 会議の精選及び時間設定
③ 部活動の効率的運営
④ グループウエアの活用による情報共有
⑤ＩＣＴを活用したペーパーレス化（各会議資料等）

■４月４日提出 □１０月３日提 □３月１４日提出


